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(7) 2023年（令和5年）10月16日（月曜日） ものづくリレビュ ー

和歌山覇本社で●務圃始
ーケミック ー
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下
売
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社・
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場
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月
2
日
か

ら
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を
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さ
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9
月
1
日
に
竣
工
式
を

挙
行
し、
こ
の
問、
旧
本
社

H
場
か
ら
の
移
転
準
備
を

進
め、
新
天
地
で
あ
る
和

歌
山
県
橋
本
市
で
の、
創

立
5
5
周
年
と
言
う
記
念

す
べ
き
節
目
を
迎
え
た
新

た
な
出
発
と
言
え
る。

9
月
号
で
は、
橋
本
市

長
は
じ
め、
来
賓
の
方
の
挨

拶
を
中
心
と
し
た
竣
工
式

の
模
様
を
掲
載
し
た
が`

今
回、
10
月
号
で
は、
そ
ご

で
盛
り
込
め
な
か
っ
た
這

道
家
の
永
山
砥
潤（
た
い

じ
ゅ
ん）
先
生
に
よ
る
お
祝

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
プ
ロ
レ
ス

好
き
の
蓼
沼
社
長
へ
の
配

慮
か
ら、
お
祝
い
に
駆
け
付

け
た
フ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ

フ
リ
ー
タ
ム
ズ」
の
興
行
を

写
真
と
と
も
に
紹
介
し
て

い
く
こ
と
に
し
た。
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書
道
家
の
永
山
先
生

は、
大
き
な
筆
を
抱
え
持

ち
な
が
ら
「
創
っ
て
作
っ
て

売
る」
と
大
書
し
た。

顧
客
か
ら
のニ
ー
ズ
を
踏

ま
え、
形
に
し
て
い
く
た
め

に
は
「
創
る
」
必
要
が
あ

り、
原
材
料
と
の
絶
妙
な
調

合、
配
合
を
経
て「
作
る」

作
業
を
経
て
い
く
か
と
思

う。
生
産
性
向
上、
環
境
へ

の
負
荷
低
減、
工
場
環
境
の

向
上、
手
荒
れ
の
軽
減・・・
金

属
加
工
油へ
の
期
待
は一
通

り
で
は
な
い。
各
メ
ー
カ
ー

に
よ
る、
コ
ス
ト
を
含
め
た

違
い
に、
顧
客
か
ら
の
選
択

肢
の
多
様
性
が
広
が
る。

蓼
沼
社
長
が
プ
ロ
レ
ス
好

き
と
は
知
ら
ず、
竣
工
式
当

日、
式
典
会
場
に
設
置
さ
れ

た
リ
ン
グ
を
見
て、
な
ぜ
？

と
思っ
た
が、
会
場
に
詰
め

か
け
た
大
半
の
来
場
者
は、

最
初
か
ら
観
戦
を
期
待
し

て
い
た
よ
う
で、
竣
工
式
を

終
え
て
も、
大
半
の
参
加
者

は、
そ
の
ま
ま
残っ
た。

鍛
え
ら
れ
た
体
躯
を
ま
じ

か
に
見
る
の
は、
滅
多
に
な

い
だ
け
に、
飛
び、
跳
ね、
ぶ

つ
か
り、
外
す：•
そ
れ
ら
の

動
き
に
い
つ
の
間
に
か
見

入っ
て
し
ま
う。

東
日
本
大
震
災
後、
慰

労
の
た
め
の
訪
問
に
も
触

れ
て
も
ら
い、
プ
ロ
レ
ス
と
言

う
選
択
肢
を
通
じ
た
活
動

の
広
が
り
に
も、
輿
味
を
覚

え
た。大

阪
府
と
和
歌
山
県
と

多
く
の
参
加
者
が
プ
ロ
レ
ス
観
戦
に

飛
び、

跳
ね、

ぶ
つ
か
る

・

鍛
え
上
げ
ら
れ
た
体
躯
に
声
援

言っ
て
も、
移
動
距
離
は
さ

ほ
ど
で
は
な
く、
橋
本
市

は、
よ
く
「
大
阪
府
民」
と

呼
ば
れ
る
ほ
ど、
大
阪
と
の

密
着
性
が
高
い。
例
を
挙
げ

れ
ば、
南
海
電
車
で
難
波
ま

で
快
速
で
4
0
分
ほ
ど
の
距

離
に
あ
る。

． 

． 

12
月
か
ら
は
「
ペ
ッ
ト
関

連
事
業」
と
い
う
新
規
事

業
へ
の
取
り
組
み
も
始
ま

る。
今
後
と
も、
交
流
を
継

続
で
き
れ
ば
と
思
う
次
第
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